
（単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

8,650,463 8,641,768 0 0 0 8,695

 １　臨時福祉給付金給付事業費の補正について （単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

臨時福祉給付金給付事業費 8,634,768 8,634,768 0 0 0 0 臨時福祉給付金の給付に伴う補正

　繰越明許費の設定について （単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

臨時福祉給付金給付事業費 8,635,000 8,635,000 0 0 0 0
平成29年３月に申請受付を開始する予定で
あり、平成28年度中の事業の完了は見込め
ないため。

平成28年度12月補正予算概要について

一般会計 市第98号議案　平成28年度横浜市一般会計補正予算（第３号）（関係部分）

補正額
財　　源　　内　　訳

補正理由

７款１項６目

一般会計　補正額合計 【増額補正】

款項目 事業名称 補正額
財　　源　　内　　訳

繰越額
財　　源　　内　　訳

補正理由

７款１項６目

繰越理由款項目 事業名称

 
※臨時福祉給付金給付事業費について （国の第二次補正予算と連携した取組） 
 
  消費税率引き上げの延期に伴い、軽減税率の導入も延期となったことから、低所得者に与える負担の影響を緩和する 
ため、暫定的・臨時的な措置として平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者へ給付します。  
 
（１） 対象見込み者数 51.5万人 
 
（２） 給付額 １人当たり１万５千円 
    ※事務経費の節減を考慮して、平成29年４月から平成31年９月までの２年半分を一括して支給。 
 
（３） 補正予算計上額 86億3,476万８千円（財源は全額国費です。） 
   【内訳】 
   事業費：7,725,000千円 
   事務費： 909,768千円 
     （事務費はコールセンター、相談窓口、事務処理センター審査支給システムの構築・運用、申請書作成経費を計上） 
    
   ※平成29年３月に申請受付を開始し、６か月間申請受付をする予定であり、平成28年度中の事業の完了は見込めな   
     いため、全額繰越明許費を設定。 
 
（参考） 
 平成28年度臨時福祉給付金  （平成28年度当初予算） 
 １ 支給対象者 
   平成28年１月１日（基準日）時点で横浜市の住民基本台帳に登録されている方で、次の①及び②の両方に該当する方 
    ①平成28年度市民税が課税されていない方（市町村民税が課税されている方の扶養親族等を除く） 
    ②生活保護等を受けていない方 
 ２ 支給対象者数及び給付額：51.5万人、１人当たり３千円  
 ３ 予算計上額：36億5,909万６千円 

   （障害・遺族基礎年金受給者向け給付金(年金生活者等支援臨時福祉給付金）給付事業費12億円を含む。） 
 

市第98号議案 平成28年度横浜市一般会計補正予算（第３号）（関係部分） 

健 康 福 祉 ・ 医 療 委 員 会 
平 成 2 8 年 1 2 月 1 4 日 
健 康 福 祉 局 

裏面あり 



 ２　防犯対策強化事業費の補正について （単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

障害者施設防犯対策強化事業費 7,875 5,250 0 0 0 2,625 民間障害者入所施設の防犯対策を行うため

松風学園防犯対策強化事業費 5,195 0 0 0 0 5,195 市立障害者入所施設の防犯対策を行うため

保護施設防犯対策強化事業費 2,625 1,750 0 0 0 875 民間保護施設の防犯対策を行うため

（３）　保護施設防犯対策強化事業費について
　　　民間保護施設について、国の第二次補正予算における補助金を活用して防犯対策を強化します。

　【防犯対策のための整備項目】
　　　（１）の障害者施設防犯対策強化事業費と同じ考え方で整備
　
  【対象施設】
　　　保護施設１施設に対して補助します。
　　　（１）の障害者施設防犯対策強化事業費と同じ考え方で整備

　【事業費】
　　　（１）の障害者施設防犯対策強化事業費と同じ考え方で整備

　【防犯対策のための整備項目】
　　次の項目について、施設の状況等をふまえ、整備を行います。
　　　ア　 窓等からの侵入を防ぐもの（防犯フィルム、人感センサーライト、防犯カメラ等）
　　　イ　 侵入を感知して対応できるもの（非常通報装置、通報機能とセットになったカメラや人感センサー等）

　【対象施設】
　　次の要件を全て満たす入所施設３施設に対して補助します。
　　　ア　 国の通知で事業の対象とされている施設
　　　イ　 アのうち、国への協議申請書提出期限までに、施設の現況確認、施設の意向決定等が可能である施設
　　　ウ　 イのうち、整備項目を満たしていない、又は満たしているが、より防犯強化の整備の意向がある施設

　【事業費】
　　　ア　施設１か所あたりの工事費用は3,500千円と積算しています。
　　　イ　事業費の負担割合は、国1/2、市1/4、事業者1/4となります。

　　　本市唯一の市立障害者入所施設である松風学園において、防犯対策を強化します。

　【防犯対策のための整備項目】
　　　（１）の障害者施設防犯対策強化事業費と同じ考え方で整備

　【事業費】
　　　公立施設は国の補助対象となっていないため、全額一般財源となります。

款項目 事業名称 補正額
財　　源　　内　　訳

（２）　松風学園防犯対策強化事業費について

補正理由

７款２項１目

７款２項５目

７款４項２目

　神奈川県内の障害者入所施設において事件が発生したことを受けて、社会福祉施設等の利用者の安全を確保するために、国の第
二次補正予算における補助金を活用し、外部からの侵入者に対する防犯対策の強化に必要な安全対策を行います。

（１）　障害者施設防犯対策強化事業費について

　　　民間障害者入所施設について、国の第二次補正予算における補助金を活用して防犯対策を強化します。
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